
010-1収入・支出の状況

　10　財　　務

　１　収入・支出の状況（平成１７年度）

【収入の内訳】 単位：千円

項　　　　目 金　　額 備　　　　　　　　　　　　　　　　考

授 業 料 545,492

入学料・入学手数料 83,016

諸 収 入 8,746

県 費 881,670

参考：交付税基準財政需要額 955,416千円

　〈内訳〉
　　保健系（看護学部・看護学研究科）
　　　＠308千円×1325人（学生数208人×補正率6.37）＝408,100千円

　　文科系（文化学部）
　　　＠308千円×348人（学生数348人×補正率1.00）＝107,184千円

　　家政系（生活科学部・社会福祉学部・人間生活学研究科・健康生活科学研究科）
　　　＠308千円×1429人（学生数514人×補正率2.78）＝440,132千円

合　　　　　計 1,518,924

637,254千円(全体の約４２％）
　大学独自の収入(自主財源)
　諸収入は、センター試験受託料・庁舎等使用料・労働保険料

　大学独自の収入（入学料や授業料など）は、収入全体の約４２％で残りは県費でまかなわれている。ま
た、教職員や非常勤講師などの人件費が支出全体の約７５％を占めており、光熱水費などの施設維持経
費と併せると支出全体の約９０％が一般管理経費となっている。 残り１０％程度で教育・研究など大学独
自の活動を行っている。

＜収入の割合＞

県　　　費　 58.0%
授業料
35.9%

入学料・入学手数料
5.5%諸収入

0.6%

(881,670千円)
交付税交付金として算定さ
れる基礎となる額は955,416千円

- 78 -



010-1収入・支出の状況

【支出の内訳】 単位：千円

項　　　　目 金　　額 備　　　　　　　　　　　　　　　　考

教 職 員 人 件 費 1,088,632 教員や事務局職員の人件費

非常勤講師等経費 65,960 非常勤講師及び非常勤・臨時職員の人件費・旅費

光 熱 水 費 40,919 電気・水道・ガス等の経費

修 繕 ・ 工 事 費 14,876
校舎等の修繕・工事等の経費
主に永国寺キャンパスの施設改善のために使用

そ の 他 158,975
各種委員会経費、情報機器・植栽の維持管理、学内の清掃、消耗品
の購入等学校を運営していくための経費

教 員 研 究 費 81,729 主に教員の研究のための経費

実 験 実 習 費 67,833 主に授業や実習のための経費

合　　　　　計 1,518,924

＜支出の割合＞

非常勤講師等経費
4.4%

修繕・工事費
1.0%

光熱水費
2.7%

その他
10.5%

教員研究費
5.4% 実験実習費

4.5%

教職員人件費
71.7%
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１０－２-1科学研究費（交付実績）

２　外部資金の状況

　（１）　科学研究費補助金交付状況

　　【科学研究費補助金交付実績】

学　部 職　名 氏　名 学　部 職　名 氏　名 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８
（予定）

Ｈ１９
（予
定）

計

文化学部 助教授 青木　 　淳
聖遺物信仰の成立と信仰圏の形成
過程に関する日欧比較研究

継続 H15～17 1,200 1,100 900 3,200

教　 授中野　 彩美

助教授 長戸　 和子

講　 師青木　 典子

講　 師川上　 理子

助　 手瓜生　 浩子

講　師 長澤紀美子
ステイクホルダー参加型の保健医
療福祉共同体のガバナンスに関す
る研究

継続 H16～17 700 900 1,600

講　師 長南　浩人
人工内耳を装用した聴覚障害児の
音韻意識の発達に関する研究

新規 H17～18 1,300 600 1,900

1,400 2,100 2,900 3,100 600 0 10,100

生活科学部 助教授 三浦　 要一
明治中期から大正期の大阪市接続
町村における市街地形成と「大大
阪新開地」の成立

終了 H15～16 800 600 1,400

講　 師 青木　 典子
精神障害者の症状マネジメントに
関する研究

新規 H16～17 1,600 1,200 2,800

講　 師 大川　 宣容
クリティカルケアにおける看護師
の看護援助技術に関する研究

継続 H16～17 1,100 800 1,900

講　 師 川上　 理子
家族介護者の意欲を向上させるレ
スパイトケアのプログラム開発

継続 H16～17 1,200 1,400 2,600

助　 手 瓜生　 浩子
家族－患者間の認知的ギャップを
緩和するための看護ケアガイドラ
インの作成

継続 H16～17 1,400 1,400 2,800

交付金額（千円）

3,4001400 1,100
喘息疾患患児の家族対処とその効
果に関する多元的データに基づい
た有効な指標の同定

終了 H14～16 900

若
手
研
究
Ｂ 看護学部

看護学部
教
授

野嶋佐由美 看護学部

小　　　　　　　計

研究分担者
研　究　題　目

新規・
継続・
終了・
転出の
別

研
究
種
目

研究
期間

研究代表者

萌
芽
研
究

社会福祉学部
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１０－２-1科学研究費（交付実績）

学　部 職　名 氏　名 学　部 職　名 氏　名 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８
（予定）

Ｈ１９
（予
定）

計

交付金額（千円）研究分担者
研　究　題　目

新規・
継続・
終了・
転出の
別

研
究
種
目

研究
期間

研究代表者

助　手 平原　直子
クリティカルケアにおける意識障
害患者の家族に対する看護ケアに
関する研究

新規 H17～18 900 700 1,600

講　 師 池添　 志乃
家族の生活の再構築の比較脳血管
障害患者と痴呆老人の家族の知恵
の発達の視点から

終了 H15～16 1,800 1,600 3,400

講　 師 松枝　 睦美
妊娠初期から育児期における女性
を中心とした家族へのサポートシ
ステムに関する研究

終了 H15～16 1,700 1,500 3,200

助　　手新田　和子
看護師の共感の技術を開発する教
育プログラムの作成

転出 Ｈ16～18 1,800 1,800

0 4,300 10,800 5,700 700 0 21,500

教　 授中野　 綾美

助教授 長戸　 和子

講　 師池添　 志乃

講　 師川上　 理子

助　 手瓜生　 浩子

教　 授 野嶋佐由美

教　 授 粕田　孝行

助　 手 池田　貴子

教　 授 鈴木志津枝

教　 授森下　 利子

講　 師大川　 宣容

助　 手 水津　朋子

教　 授 鈴木志津枝
在宅ターミナルケアに関する地域
ネットワークシステムモデルの開
発

継続 H14～16 1,500 1,700 1,400 4,600

8,200 5,900 8,500 7,400 2,600 0 32,600

3,300

基
盤
研
究
Ｂ

看護学部

若
手
研
究
Ｂ

看護学部

8,000

3,400

2,000

2,600 3,200 3,700 12,900

7,100

小　　　　　　　計

看護学部教　 授 野嶋佐由美

教　 授

小　　　　　　　計

2,500
難病患者と共に生きる家族の在宅
生活を支える看護ケアガイドライ
ンの開発

継続 H16～18 2,600

精神科患者分類別看護問題・看護
介過の開発とコンピュータープロ
グラムの運用化の試み

継続 H14～17

1,600 1,400 1,700藤田　 佐和
がん体験者の折り合いをつける力
に着眼した長期的適応を促す看護
援助プログラムの開発

看護学部

看護学部 継続 H14～17

教　 授山田　　　覚
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１０－２-1科学研究費（交付実績）

学　部 職　名 氏　名 学　部 職　名 氏　名 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８
（予定）

Ｈ１９
（予
定）

計

交付金額（千円）研究分担者
研　究　題　目

新規・
継続・
終了・
転出の
別

研
究
種
目

研究
期間

研究代表者

教　 授 井本　 正人
過疎地域における移動の円滑化に
関する実証的研究

継続 H16～18 1,100 800 1,000 2,900

教　 授 大久保茂男
原子核の虹散乱と核間相互作用・
クラスター構造の研究

継続 H16～19 1,200 700 800 700 3,400

教　 授 渡邉　 文雄 生活科学部 助　 手宮本　 恵美
栄養補助食品（および飼料）スピ
ルリナの栄養欠点の克服に関する
研究

継続 H15～17 800 800 1,000 2,600

教　 授 荻沼　 一男
葉芽を利用した染色体による広義
トウダイグサ科の核型進化

終了 H15～16 1,900 1,700 3,600

文化学部 助教授 高岡　 弘幸
高度経済成長期の地方都市におけ
るスーパーマーケット進出と民族
文化変容の研究

終了 H15～16 700 500 1,200

助教授 益守かづき

助　 手佐東　 美緒

教　 授 時長　美希 看護学部 教　 授野嶋佐由美
脆弱性を有する個人と家族を対照
とする地域看護活動分類と活動モ
デルの構築

新規 H17～19 1,600 900 800 3,300

助教授 益守かづき
地域で生活している健康障害をも
つ子どものヘルスプロモーション
への看護介入の構築

継続 H16～18 2,200 500 900 3,600

教　 授時長　美希

助教授 竹崎久美子

講　 師川上　 理子

助　 手 松木　里江

教　 授時長　美希

助教授 森下　安子

講　 師川上　 理子

助　 手 松木　里江

講　師 池添　志乃 看護学部 教　 授野嶋佐由美
脳血管障害患者と痴呆性高齢者の
家族の介護キャリアを支える看護
援助マニュアルの開発

新規 H17～19 1,500 900 1,000 3,400

基
盤
研
究
Ｃ

看護学部

生活科学部

看護学部教　 授 中野　 綾美

3,000

1,000 3,500

900

入院中の子ども・家族の看護者に
対する『交渉』を支援する看護介
入の開発

1,000

継続 H15～17 1,000 1,500

400新規 H17～19助教授 竹崎久美子 看護学部
高齢者の体型と歩行パターンに応
じた生活行動範囲回復のためのセ
ルフケアプログラム開発

1,100

助教授 森下　安子
介護予防と在宅生活の継続を支援
するケアマネジメント指針の開発

新規 H17～19

2,000

看護学部 1,100

500
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１０－２-1科学研究費（交付実績）

学　部 職　名 氏　名 学　部 職　名 氏　名 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８
（予定）

Ｈ１９
（予
定）

計

交付金額（千円）研究分担者
研　究　題　目

新規・
継続・
終了・
転出の
別

研
究
種
目

研究
期間

研究代表者

教　 授中野　 綾美

助教授 益守かづき

教　授 鈴木志津枝

教　授 谷脇　文子

教　授 藤田　佐和

助教授 長戸　 和子
慢性疾患患者の家族のマネージメ
ント力を測定するスケールの開発
と実践への活用

終了 H14～16 1,600 800 900 3,300

教　 授 住友　 雄資
社会福祉

学　　　部
助　 手斎藤　 征人

精神障害者の地域生活支援を実現
するための住居確保に関する実証
的研究

継続 H16～18 1,200 800 800 2,800

助教授 宮上多加子
痴呆介護実践力向上に関する研究
－家族介護者の生涯学習体験に基
づく分析－

継続 H16～17 1,100 900 2,000

教　 授 栗田　 明良
介護移住「問題」の展開と農山村
における制度定着要件に関する研
究

終了 H14～16 1,400 1,400 500 3,300

3,000 6,600 16,100 11,800 7,600 3,900 49,000

12,600 18,900 38,300 28,000 11,500 3,900 113,200

社会福祉学部

基
盤
研
究
Ｃ

看護学部 助教授張　　　彦虎 看護学部
がん体験者の長期的適応とその関
連要因に関する国際比較研究

転出 H16～17 1,500 1,500

合　　　　　　　　　　　　計

小　　　　　　　計

看護学部 3,600
「ＮＩＣＵを退院した子ども・家
族のエンパワメントを支援するガ
イドライン」の開発

継続 H16～18 1,900 900800助　 手 佐東　 美緒
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010-2-1科学研究費(年次別採択件数)

　【年次別科学研究費新規採択件数（研究種目別）】

特定領域研究 萌芽研究　 若手研究Ｂ 基盤研究Ａ 基盤研究Ｂ 基盤研究Ｃ 計

0 4 12 0 2 17 35

0 1 3 0 0 4 8

1 3 12 0 5 15 36

0 1 4 0 1 7 13

0 5 9 0 3 14 31

0 1 1 0 0 4 6

研究成果
公開発表

学術定期
刊行物

学術図書
データ
ベース

計

0 0 1 0 1

0 0 0 0 0

区　　　　　　分
（科学研究費）

申請件数（件）

採択件数（件）

申請件数（件）

採択件数（件）

申請件数（件）

採択件数（件）

区　　　　　　分
（研究成果公開促進費）

平成17年度
申請件数（件）

採択件数（件）

平成17年度

平成15年度

平成16年度
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010-2-1科学研究費(年次別採択件数)

　【年次別科学研究費新規採択件数（学部別）】

生活科学部 文化学部 看護学部 社会福祉学部 計

32 21 27 12 92

14 8 7 6 35

44% 38% 26% 50% 38%

3 2 3 0 8

29 22 27 14 92

10 5 16 5 36

34% 23% 59% 36% 39%

2 0 8 3 13

31 23 27 12 93

11 8 10 2 31

35% 35% 37% 17% 33%

0 0 5 1 6

生活科学部 文化学部 看護学部 社会福祉学部 計

31 23 27 12 93

0 0 0 1 1

0% 0% 0% 8% 1%

0 0 0 0 0

教 員 数（人）

申請件数（件）

申請率

採択件数（件）

申請件数（件）

申請率

採択件数（件）

教 員 数（人）

区　　　　　　分
（科学研究費）

平成17年度

平成15年度

教 員 数（人）

申請件数（件）

申請率

採択件数（件）

平成16年度

区　　　　　分

平成17年度

教 員 数（人）

申請件数（件）

申請率

採択件数（件）

- 85 -



010-2-2奨学寄附金

　（２）　奨学寄附金受入状況（※ 平成１５年度から実施）

H15 金額(円) 寄　附　者 研　究　題　目

1 － 学　長 青山　英康 \4,500,000 本人
高知女子大学における教
育研究の奨励

2 生活科学部 教　授 渡邉　文雄 \500,000
マイクロアルジェコーポ
レーション㈱

円石藻利用についての基
礎研究

3
社会福祉
学　　　部

助教授 住友　雄資 \590,000 （財）三菱財団
精神障害者の地域生活支
援に関する実証的調査研
究

\5,590,000

H16 金額(円) 寄　附　者 研　究　題　目

1 － 学　 長 青山　英康 \17,000 本人
高知女子大学における教
育研究の奨励

2 － 学　 長 青山　英康 \1,000,000
高知女子大学教職員
組合

高知女子大学における教
育研究の奨励

3 生活科学部 教　 授 渡邉　文雄 \500,000
マイクロアルジェコーポ
レーション㈱

円石藻利用についての基
礎研究

4 生活科学部 教　 授 佐藤　厚 \300,000 有限会社　創友
ラットを用いた界面活性剤
の皮膚炎症の実験

5 生活科学部 助　 手 川口　順子 \300,000
財団法人　石本記念
デサントスポーツ科学
振興財団

高齢者の快適で安全な生
活支援のための色彩の役
割について

6
社会福祉
学　　　部

助教授 住友　雄資 \210,000 （財）三菱財団
精神障害者の地域生活支
援に関する実証的調査研
究

\2,327,000

H17 金額(円) 寄　附　者 研　究　題　目

\0

寄附を受けた者

合計 ３件

合計 ６件

寄附を受けた者

寄附を受けた者

合計 ０件

実績なし
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010-3学長特別枠助成事業

３　学長特別枠助成事業の状況

　【学長特別枠助成事業実績（平成17年度）】

学部 職名 氏名

1 生活科学部 教　授 井本　正人 300

2 生活科学部 教　授 大久保茂男 300

3 生活科学部 教　授 大村　　　誠 243

4 生活科学部 教　授 荻沼　一男 452

5 生活科学部 教　授 佐藤　　　厚 300

6 生活科学部 教　授 笠原　賀子 770

7 生活科学部 助教授 團野　哲也 230

8 生活科学部 助教授 松本　由香 300

9 文化学部 教　授 水谷　洋一 384

10 文化学部 助教授 青木　　　淳 352

11 文化学部 助教授 青木　　　淳 30

12 社会福祉学部 助教授 吉野由美子 300

3,961

13 生活科学部 教　授 佐藤　　　厚 328

14 生活科学部 教　授 佐藤　　　厚 500

15 生活科学部 教　授 佐藤　　　厚 300

16 生活科学部 助教授 松本　由香 200

17 生活科学部 助　手 堀内　和美 500

18 文化学部 助教授 青木　　　淳 500

19 文化学部 助教授 清原　泰治 200

20 文化学部 助教授 清原　泰治 180

21 文化学部 助教授 橋尾　直和 289

22 看護学部 教　授 鈴木志津枝 300

23 社会福祉学部 助教授 玉里恵美子 681

24 社会福祉学部 助教授 宮上多加子 371

4,349

小　　　　　計

小　　　　　計

沖の島での健康づくりから生きがいづくりへ

「東津野村から「新しい健康食」の開発・展開」

土佐和紙の歴史と生活デザインへの展開についての
研究

室戸市金剛頂寺所蔵文化財の調査

事業名
代表者

虹散乱における相互作用とクラスター構造の研究

地球観測の研究における国際交流及び研究活動

スリランカ（民主社会主義共和国）固有の被子植物群
の基礎遺伝学的研究

本学と地方自治体（高知・サンパウロ）の国際協力プロ
ジェクト－本学の国際交流のさらなる発展のための－

東南アジアにおける衣生活の変容とファッション化につ
いての研究

仁淀川流域（日高村、佐川町、越知町、池川町、吾川
村、仁淀村）における高齢者の南海地震に備えての健
康づくり
－特に非常時における元気の出る食の提供（災害栄養学）－

助成費
（千円）

研究題目

Dyeing Characteristics of Tyrian Purple -
Preparation,Redox and Color Fastness to light of 6,6'
-Dibromoindigo- 貝紫の染色性について-6,6'
－ジブロモインデイゴの合成、酸化還元、耐光堅ろう性－

Study on the National Minimum Standards for Public
Transportation in Depopulated Areas

１２件

地域福祉計画策定における住民参加のあり方につい
て

[歯科における定期的管理（メンテナンス）の有用性]リ
コールシステムを用いて

「中山間地域における総合型地域スポーツクラブの設
立に関する研究－池川町を事例として－」

「高知県のスポーツ史に関する研究－地域スポーツ文
化の向上を目指す歴史書『高知県スポーツの歩み』執
筆のための史料収集－」

焼畑の復元による中山間地域・流域圏の活性化

高知医療センターと看護学部との連携型ユニフィケー
ション：看護相談室の立ち上げ

No.

１２件

国際交流の促進

国
際
研
究
活
動

人工林の間伐区域と非間伐区域の植生の季節遷移調
査

地
域
貢
献
推
進

ドイツ・フランケン地方における聖遺物信仰に関する研
究

People to People Ambassador Programsへの参加

フィールド実習Ⅳで行うヨーロッパ美術見学会の旅費
（講師分）

国際研究活動推進事業
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学部 職名 氏名
事業名

代表者 助成費
（千円）

研究題目No.

25 生活科学部 教　授 笠原　賀子 600

26 生活科学部 教　授 佐藤　　　厚 500

27 生活科学部 助教授 松本　由香 108

28 生活科学部 講　師 松井　慶子 826

29 文化学部 教　授 佐藤　恵理 100

30 文化学部 助教授 五百蔵高浩 245

31 文化学部 助教授 高西　成介 20

32 文化学部 助教授 東原　伸明 800

33 文化学部 助教授 東原　伸明 350

34 看護学部 教　授 鈴木志津枝 1,182

35 看護学部 教　授 鈴木志津枝 2,028

36 看護学部 教　授 野嶋佐由美 100

37 看護学部 教　授 野嶋佐由美 100

38 看護学部 教　授 藤田　佐和 300

39 看護学部 教　授 時長　美希 300

40 事務局 主　任 梅原　博子 42

7,601

41 生活科学部 教　授 川村美笑子 500

42 生活科学部 教　授 佐藤　　　厚 585

43 看護学部 教　授 森下　安子 500

1,585

44 事務局 主　事 谷岡　優花 242

242

17,738

　【年次別学長特別枠助成事業実績】

採択件数 金　　　額 採択件数 金　　　額 採択件数 金　　　額

件 千円 件 千円 件 千円

7 1,787 7 1,989 12 3,961

12 3,552 16 6,300 12 4,349

6 1,455 9 2,591 16 7,601

2 1,000 3 2,620 3 1,585

12 6,632 - - 1 242

39 14,426 35 13,500 44 17,738

学内教育改善

産学連携研究

その他

計

平成１７年度

学
内
教
育
改
善

小　　　　　計

産
学
連
携
研
究

平成１５年度 平成１６年度

日本の伝統衣文化体験実習～浴衣を着てみよう～

学内教育改善推進事業

共通教育英語教育改善に向けて

大学における文学の位相と文学の教育調査・研究－
日・中・米文学の協同的実践－

民族芸能学会大会実行委員会運営

「唾液にみる栄養素の口腔内への影響に関するモニタ
リングの開発」

女子大知名度アップのためのパンフレット作成

１件

３件

モンゴルにおける日本語教育の現状に関する講演会
開催

女性の健康課題への支援強化事業

携帯電話の女子大ホームページ「事務局への意見・相
談箱」の設置

１６件

事　業　名

国際研究活動

地域貢献推進

４４件

小　　　　　計

合　　　　　　　　　　計

学内教育改善推進事業

国際学会及び英文論文作成に向けた高知女子大学
大学院学生の指導

看護学部臨地実習を円滑に行うための備品の充実

看護学部臨地実習を円滑に行うための備品の充実

高知女子大学ホームページリニューアル

日本家族看護学会事務局運営

日本看護系大学協議会・専門看護師教育課程認定委
員会事務局運営

教員の能力開発プログラムの作成とファカルティ・ディ
ベロップメント（ＦＤ）

その他
小　　　　　計

行動変容のためのバナー開発

「ＩＣＦ」を活用した高齢者ケアのケアプラン、評価に関
するコンピューターソフトプログラムの開発
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